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１.はじめに 

近年、環境保護の観点から建築物の長寿命

化が求められ、様々な研究が行われている 1)。

建築物を長期にわたり使用する際問題となる

のは材料の劣化だけではなく、外装としての

美観性もあげられる。美観性についてはよご

れが付着しにくい材料、よごれが目立ちにく

い色彩などの研究がある。また、外装のよご

れの中でも、特に窓枠下端や突出物下部に発

生する雨筋よごれは極所的に集中して発生し

ているため、よごれが目立ち、不快だと感じ

る。そこで本研究は、不快を感じないように

雨筋よごれを分散させるため、雨筋よごれの

発生箇所に凸部を設け、雨筋よごれがコント

ロールできるか否かを検討した結果を報告す

る。 

2.実験方法 

2.1.試験体の形状 

試験体は図 1に示すように傾斜部に降った

雨が垂直部に雨筋として発生させるものであ

る。試験体の基材をアルミニウム板としてプ

ラスチック製の円形及び、三角形の凸部を垂

直面上部から 15mmに貼り付け、その上からア

クリルシリコン塗料を塗布したものである。 

凸部の条件を表 1および表 2に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 1 凸部試験条件(円形の場合)  

表 2 凸部試験条件(三角形の場合)  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 1 試験体形状寸法（単位:mm） 

 

図 2 凸部配置および向き 

試験体 直径(mm) 厚さ(mm) 間隔(mm)

501 1

502 2

503 3

504

505 4

506 8

507 2

508 4

509 8

510 2

511 4

512 8

513 10

514

515

配列

5

2

5

10

5

2

2
1段配列

2段ちどり配列

2段直交配列

3段ちどり配列

3段直交配列

試験体 一辺(mm) 厚さ(mm) 間隔(mm) 配列 向き

621 上向き

622 下向き

623 平行

624 頂点合わせ

625 上向き

626 平行

627 上向き

628 平行

2段ちどり

配列

2

8

10 3

2段直交

配列
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凸部の配列は、図 2に示すように直行配列と

ちどり配列とした。また、三角形の凸部は三

角の向きを変えた。 

2.2.屋外曝露 

 曝露場所は日本大学生産工学部津田沼校舎

5号館屋上にて、試験体を北向きと南向きに設

置した。試験結果は、曝露1年の南向きの値を

用いてまとめた。 

2.3.雨筋よごれの評価項目および測定方法 

1)よごれの評価方法 

よごれは色差によって表し、測定は JIS Z 

8730 に準じ、色彩色差計(KM 社製 CR-400 測

定口径 8mm)を用いた。雨筋よごれの色差はす

べての雨筋で測定し、その平均値を示した。

表色系は L*a*b*とし、曝露前に測定した各試

験体基準値と比較した色差(式(1)で示す)   

⊿E*abを用いた。 

ΔE*ab＝〔(ΔL*)2＋(Δa*)2＋(Δb*)2〕1/2 (1) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3 雨筋の測定位置 

(a)凸部の形状円形の場合 

(b)凸部の形状三角形の場合 

 

 

2)雨筋の間隔・太さ・本数の測定 

雨筋の本数・間隔・太さは図 3に示す凸部

下部 50mmの位置で、ノギスを用いてすべての

雨筋を測定し、その平均値を用いた。 

3.結果及び考察 

 曝露 1年後のすべての試験体で試験体の雨

筋状況を写真 1に示す。 

3.1.凸部の間隔の影響 

凸部の間隔が雨筋の色差・太さ・間隔にお

よぼす影響を図 4に示す。凸部の間隔が大き

くなるにつれて雨筋の太さが細くなっている。

これは凸部間隔がせまいと２本の雨筋が合流

し、太くなるためである。また、雨筋間隔に

ついては、凸部間隔 2mmの試験体は各凸部か

ら雨筋が発生するため、小さくなっている。

しかし、凸部間隔が広くなり、8mm になると

ちどりは間隔が狭くなり、直交は間隔が広く

なっている。これはちどりは凸部間にも雨筋

が発生するためであり、直交は凸部間隔が離

れたため雨筋間隔が広くなったのだと考えら

れる。三角形の凸部の場合は図 5をみてもわ

かるように平行の場合、下段の凸部の頂点が

下を向いているため、本数が少なくなり間隔

が広くなったと考えられる。上向きについて

は下段の三角の底面が下にあるため、雨筋が

2 本となって落ちるので雨筋間隔がせまくな

ったのだと考えられる。色差についてはどち

らの試験体についても凸部の間隔による影響

はほとんどないと考える。 

 

図 4 凸部間隔が雨筋におよぼす影響 
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501 502 503 504

505 506 507 508

509 510 511 512

513 514 515 621

622 623 624 625

626 627 628

写真 1 試験体雨筋流下状況(数値は試験体番号表1、表 2参照) 
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3.2.凸部の厚さと雨筋の色差 

 図 5に凸部の厚さと色差の関係を示す。凸

部の厚さが大きくなるほど色差が小さくなる

傾向がみられる。これは凸部の厚みが厚くな

るにつれて凸部上部に流下雨水中のよごれ物

質がたまりやすくなるためだと考えられる。

この結果から、凸部の厚みを厚くすることに

よりより色差を小さくすることができると考

えられる。 

3.3.凸部の配列段数と雨筋の色差 

 図 6に配列段数と色差の関係について示す。

配列段数が多くなるにつれ色差が低くなる傾

向が見られる。これは前述の 3.2.でも述べた

通り、凸部上部に流下雨水中のよごれ物質が

たまるためであると考えられる。 

3.4.凸部形状の影響 

 図 7に凸部形状の影響を示す。形状が丸の

場合、凸部の下から雨筋よごれが流れるが、

三角の場合は三角の向きにより雨筋の流下経

路が変わる。三角が下向きの場合は頂点から

1 本の雨筋となって流れるが、底面が下にき

た場合では雨筋は 2本となって流れる。また、

底面が下になった場合は凸部間隔がせまい場 

合垂直に流れるものの、間隔が広くなると三

角の傾斜角度により変化はあるが斜めに雨筋

が流れる結果となった。このため写真

1No.627に示すように凸部から500mm地点で2

本の雨筋が合流し、1本となった。このこと 

 

 

から、凸部三角の場合、間隔が広くなれば雨

筋模様をデザインのように配置できると考え

られる。また、等間隔に垂直に雨筋を発生さ

せることで雨筋を規制的に発生させることが

可能である。 

4.まとめ 

(1)凸部形状が丸い場合凸部の間隔を広くす

ると雨筋太さは細くなり、ちどり配列で凸部

間隔が広いものは雨筋の間隔がせまくなる。  

(2)凸部が三角の場合、下段の三角の向きは、

雨筋の間隔、本数に影響する。 

(3)凸部の厚みが厚いほど色差が小さくなる。 

(4)凸部の段数が多いほど色差が小さくなる。 

(5)形状により雨筋の発生位置が異なる。 

(6)この結果から、凸部を設けることで雨筋の

色差・発生本数・雨筋間隔・雨筋太さなどを

コントロールすることは可能である。 
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図 8 凸部形状が雨筋よごれにおよぼす影響 

図 5 凸部の厚さと色差の関係 図 6 配列段数と色差の関係 図 7 雨筋の流下経路 
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